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沖縄島南部地方の古井戸
角 田 清 美＊
はじめに
琉球（沖縄）地方は，本土部とは異なった固有の文化を培ってきた。日々
の生活に欠かすことが出来ない，上水を得るための井戸についても，名称
については勿論のこと，井戸を設置する場所や構造も，本土とは異なって
いる。
名称についてみると，井戸は“がー”あるいは“かー”と称し，場所に
よっては，“じゃー”・“はー”・“なー”などとも称される１）。
が ー
ひと口に「井戸」と言っても，設置されている場所や，構造の違いによ
が ー
る名称は様々である。湧水場所を中心に，石垣で囲んだ井戸は囲い込み井戸
だが，その中でも，湧水場所を数掘り下げ，湧水を溜まり易くした井戸
が ー が ー
は掘り下げ井戸，あるいは穴井戸である。平坦地に縦穴を掘り下げ，不圧
が ー
地下水を得る筒井戸は掘り抜き井戸で，井戸水を釣瓶を使って汲み上げる
つん が ー
井戸は，釣井戸と称される。釣瓶と言っても桶やブリキ製バケツは貴重で
あるため，古くはタバの葉を用い，巧に半球状の形に作っていた。タバの
葉は植物であるため１０日間程度で使えなくなるため，また新しく作ってい
たと云う。深さ４～５以上の井戸で，井戸壁を石垣で積み上げられた井
ちん が ー
戸は積井戸と称する。
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地表面に大きな縦穴を掘り，地下水面まで階段を通って下りて行く井戸，
う
あるいは急崖の下に位置するため，階段を使って降りて行く井戸は降り
が ー
井戸である２）。
琉球列島には石灰岩地区が広いため，鍾乳洞内やドリーネなどの溶食地
形が多く，薄暗い場所が水場になっている場所もあり，そのような井戸は
くら が ー が ー はまん が ー
暗井戸と称する。一方，明るい砂浜にある井戸は浜井戸である。
わく うふわく
湧水地（泉）は湧，湧水量が多い泉は大湧であるが，水場として利用さ
わく が ー うふわく が ー
れる場合は湧井戸，あるいは大湧井戸である。湧水量がさらに多い水場は，
うっかー うふひーじゃー
川の水が多い状況に似せて大川，あるいは大樋川と称されている。
利用や集落との関係から付けられた名称もある。集落の誰でもが利用で
きる共同井戸は村井戸，個人の敷地内にある井戸は屋敷井戸である。集落
うぇー か ー うぇーがー
の発生と共に，古くから存在している井戸は親井戸，あるいは親川と称
され，家屋の増加などによって利用者が増えたため，新しく設けられた井
みー が ー みー が ー くー が ー もと が ー
戸は新井戸と呼ばれる。新井戸に対して古井戸，あるいは元井戸と称して
が ー ほーとぅー
いる地区もある。発見伝説を持っている井戸は語り井戸，鳩が発見した
ほーとぅー が ー いん が ー いん な が ー
という伝説を持つ井戸は鳩 井戸，犬の場合は犬井戸，あるいは犬名井戸
みーとぅ が ー
と称される。二つの井戸が並んでいると，夫婦に例えて夫婦井戸である。
せんたく が ー
主として洗濯の場であった井戸は洗濯井戸である。
うぶ が ー うぶかー うぶみじ
産水を汲むための井戸は産井戸あるいは産川で，その水は産水である。
さかみじ
水は“ミジ”と読む。死人を沐浴させる時に使用する水は逆水で，お盆で
そーろーみじ
霊を迎えるために使用する水は精霊水である。
集落と井戸の位置関係を基にした呼称も多い。集落の入口近くにある井
めー が ー めー ぬ か ー うしろ が ー
戸は前井戸，あるいは前ヌ井戸と称され，一方，背後にある井戸は後ヌ井戸
まんなか が ー あがり
である。集落の中央付近にある井戸は真中井戸で，東側にある井戸は東
が ー いり が ー にー ぬ ぱー ぬ が ー さん ぬ ぱー
井戸，西側にある井戸は西井戸である。あるいは，子の方の井戸・申の方
ぬ が ー とぅら ぬ ぱー ぬ が ー
の井戸・寅の方の井戸のように，集落の中心からの方向に基づいて名付
けられた井戸もある。
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宗教との関わりで名付けられた井戸も多い。住民たちから高く崇められ
う かー う かー う ぶ かー の ろ
ている井戸は，御川・御井，あるいは御母川と呼ばれ，祝女が祈祷などで
ぬー る が ー そーじ が ー
使用する井戸は祝女井戸である。禊の時に水を汲む井戸は禊井戸，ある
そーじ が ー
いは精進井戸と称される。
かーわうが
古くから，川拝みは新年の最初の行事である。地下から清浄な水が湧
出するのは，水・泉の神が宿っておられるからである。このこともあり，
う がん う こー る
湧出地の近くに拝所を設置し，あるいはお香を焚くためのお香炉を設ける。
か ー かむ か ー かむ
水・泉の神は井戸の神である。井戸の神は女性である場合が多い。清浄な
水は命を支える聖水である。現在の命は，御祖先から引き継がれた命で，
聖水で支えられて来た。このような考えのためか，家庭内で紛争があった
場合，神女に同席してもらい，井戸の前で意見を述べ合うこともある（写
真－１）。神女は霊的能力を得ているので，御祖先からの意思を同席者に
か ー かむ
伝えるのであろう。信仰心が強い人（家庭）では定期的に井戸の神を拝む
写真－１ 井戸前での話し合い
アミ戸で保護された井戸の前に神女が席を取り，その後に夫婦が並んで座っ
ている。神女が井戸神に礼拝をした後，神女はそれぞれから意見を聞き，神に
伺いを立てる。その後夫婦に神の意向を述べ，問題を解決する。
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習慣が続けられ，あるいは，旅行に出かける時や旅行先から帰宅した場合
か ー かむ
などでも，井戸の神を拝む習慣が，一部では残っている。さらに，結婚す
る女性が嫁ぐとき，それまで使用していた井戸水を器に入れ，婚姻先の井
戸に注ぐ家庭もあったと云う。台所を預かる女性たちは，霊力の源泉を聖
が ー かーわうが かー う ぐゎん
水に求めて，井戸（川）に求めて川拝み（川御願，“かーめー”，“うびな
でぃ”とも言う）の儀礼を，機会がある度に行った。現地調査を行ってい
う がん う こー る
ると，拝所に新しいお供え物があり，あるいはお香炉には線香を焚いた，
新しい跡を度々見掛けた。
図１ 沖縄島南部地方の地形と古井戸
１．調査を行なった古井戸 ２．グスク ３．活断層 ４．洪積台地 ５．丘
陵地 グスクについては，藤本・ほか（１９８０）を参考とした。
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段丘崖下などから湧出する不圧地下水を，石造りの樋を通して利用でき
ひーじゃー が ー ひーじゃー
るようになっている井戸は樋川井戸で，略して樋川とも称する３）。丘陵
うぃ か ー
地や台地で高い位置にある井戸は上ヌ井戸であるが，湧出口に樋が設けて
うぃ ひーじゃー が ー うぃ ひーじゃー
ある井戸は上ヌ樋川井戸（略して，上ヌ樋川）である。同様に，相対的
しむ か ー しちゃ ひーじゃー
に低い位置にある井戸は下ヌ井戸（下ヌ樋川）である。
が ー
水質に基づいて名称が付けられた井戸もある。海岸付近で，淡水が湧き
あま み が ー なか み が ー
出る井戸は甘水井戸，汽水が湧き出る井戸は中水井戸，塩水が湧き出る井
すー み が ー あまみじぃ なかみじぃ すーみじぃ
戸は塩水井戸，それぞれの井戸水は甘水，中水，塩水と言う。
大和文化圏では井戸・泉・湧水・井戸水と単純な表現であるが，琉球
（沖縄）文化圏では，上記のように，構造・位置・新旧・利用などを手掛
かりとして，井戸には様々な名称が付けられている。このことは，生活に
欠かすことが出来ない井戸水を，聖霊が宿っていると考えるほど大切にし，
一方では親しみを持って接していたことを示している。
本報文では，沖縄島南部地方にある多くの古井戸の中で，一般的な形態
をした筒井戸ではなく，特異な形態をしている古井戸を選び（図１），井
戸付近の地形と地質，井戸の形態，さらに古井戸にまつわる伝承などを記
載した。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b・２０１３・２０１４a・
２０１４b）に続く報告である。
お こく が ー
１．小谷の井戸
（１）所在地
城南市佐敷町小谷
（２）井戸付近の地形と地質
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が ー
小谷の井戸の西側には，比高６０～８０の急崖が延びているが，この急傾
斜面は侵食斜面ではなく，地滑り性の滑落崖である（図２）。滑落崖の下
には，数か所に地滑り堆が乗る緩斜面が分布し，さらに下位にも小規模な
むら が ー
滑落崖が分布している。地滑り堆が乗る平坦地には三か所に村井戸があり，
うぃ が ー なか か ー しむ が ー
それぞれ上ヌ井戸・中ヌ井戸・下ヌ井戸と称される。
うぃ が ー うく く しー がー うぶ が ー
上ヌ井戸は小谷子の井とも称され，かつては産井戸や村井戸として，集
落内では重要であったと云う。伝承によると，この井戸は今から約１５０年
前，現在の形に改造された（長嶺，１９９２）。
うぃ が ー なか か ー
上ヌ井戸から直線で約５０離れた場所にある中ヌ井戸は，上ヌ井戸から
流れ下る水路に沿って位置し，明治時代後期に造られたと云う。中ヌ井戸
図２ 小谷の井戸付近の地形
１．１５０～１７０段丘面 ２．１３０～１４０段丘面 ３．地滑り滑落崖 ４．人工
改変地 ５．小規模な地滑り滑落崖 ６．地滑り堆 図内の細線は等高線で，
数字の単位は。
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の入口はアーチ型の石積みで，高さ約２，幅約３，奥行き約２．５の
規模である。水路の脇で井戸場の前面には，一辺が約２，深さ約４０の
貯水槽がある。かつてはこの周辺で，洗濯をしたり農作物を洗ったりした
と云う。
下ヌ井戸は，中ヌ井戸から直線で約１５０離れた下流にある。上ヌ井戸
から流れ下る小川の右岸に位置し，地下水が湧出している場所を中心に，
穴井戸としている。井戸の奥行きは約１で，左右側面と後方は雑石の二
しんざと
段積みとなっている。付近の地質は，泥岩層の新里層である。三つの井戸
図３ 「小谷の上ヌ井戸」の形態
井戸の位置は図２を参照。A ― Bは断面の位置。
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の中では最古と伝えられ，知念按司が設置したと伝えられる。
うぃ か ー
（３）上ヌ井戸の形態
平面形は正方形で，地下室の部分と地表面の踊場の部分から構成され，
その間には，高さ約９０でコンクリート製の仕切りが設けられている（図
３）。地下室の部分は，右奥にある幅約５０の水路から流れ出る地下水を
溜める貯水槽で，幅約２，奥行き約３の広さである。天井は切石で覆
われている。
踊場の部分は幅約２，奥行き約３．４の広さである。右手側は三段で，
比高約３．７の石垣が築かれている。地下室の貯水槽から溢れ出た地下水
は，一時，踊場に溜まった後，幅約７０の排水溝から流れ出るようになっ
う がん う こー る
ている。近くの石段の上には，水神を祀る拝所が設けられ，中にはお香炉
が備えられている。
にしはら ちぢん が ー
２．西原の包井戸
（１）所在地
おおざとにしはら
南城市大里西原
（２）井戸付近の地形と地質
付近の地形は数段の海岸段丘で，それらは標高１４８～１６０の上位面，１４０
～１４５の中位面，１３０～１３２の下位面に区分される（図４）。上位面より
下位に分布する段丘面は，上位の段丘面を開析する谷を埋めるような状態
で分布することから，下位の段丘面は相対的な海水面の低下に伴って形成
おおざと
されたのであろう。包井戸は中位面の中央付近で，大里グスク跡の入口付
う が ー
近に位置する降り井戸である。
しんざと
付近の地質は，シルト岩である新里層が広く分布し，その上位に琉球石
灰岩層が堆積している。
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ちぢん が ー
（３）包井戸の形態
平面形は隅丸の楕円形で，長径約１６，短径約１４の広さである（図５）。
大きな凹地の周辺には，落下や崩落を防ぐため石垣が築かれ，また井戸底
へ向かう石段の両側にも石垣が組まれている。地表面から井戸底にある踊
図４ 西原の包井戸付近の地形
１．上位面 ２．中位面 ３．下位面 ４．段丘崖 ５．氾濫低地 図内の細
線は等高線で，主曲線は５間隔。（単位：）
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場までの深さは約７で，鍵型状をした小道があり，４３段の石段となって
いる。踊場は幅約１．４，奥行き約１．７の広さで，現在はコンクリート張
りになっている。踊場の奥には奥行き約１．５，深さ約０．５の貯水槽があ
る。井戸底のシルト岩層が難透水層で，上位の琉球石灰岩層が滞水層とな
っており，また貯水槽からの排水口がないこと，あるいは井戸底付近に生
図５ 「西原の包井戸」の形態
井戸の位置は図２を参照。A ― Bは断面の位置。
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育する植生などから，増水時には踊場も水没すると考えられる。
地表面から貯水槽を見下ろす位置に，石造りの屋根を持つ幅約８０，高
う がん
さ約５０，奥行き約７５の拝所が設けられ，その前にはお香炉が置かれて
いる。
（４）その他
う が ー
この井戸は，沖縄島にある多くの古井戸の中で，代表的な降り井戸であ
おおざと
る。大里グスクは１４世紀頃に築かれたと推定されることから，この井戸は
城内の兵士たちの喉を潤すため，あるいは城内へ避難して来た人々のため
に，築城と共に掘削されたと考えられる。井戸の近くには説明板が立てら
れ，下記の文章が書かれている。
「 チ ヂ ン ガ ー
チヂンガーは，大里城跡の城門近くの城壁外に設けられた降り井
形態の井戸で，西原集落の村の共同井戸として使用されていた。築
造年代は定かではないが，大里城跡との関係から１４世紀頃と推定さ
れる。
井戸の湧水地点は地表から８メートル下にあり，取水池までは琉
球石灰岩の岩盤を削って４３段の石段が取り付けられている。取水池
の岩盤部分は琉球石灰岩の面取り積み石垣が積まれており，大里城
跡の城壁の一部ともみなされている。
伝承によれば，井戸が城壁外にあると清水が湧き出し，城内に取
り込まれると水が枯れたとのことである。また城内のスクヤマヌウ
カー（御井）が枯れたので築造したとの伝えもある。
チヂンガーは，大里城跡と密接に関わっているばかりでなく，当
時の城と井戸との関係を理解する上でも貴重である。
平成３年３月２５日
大里村教育委員会 」
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ふなこしうっかー
３．船越大川
（１）所在地
南城市船越
（２）井戸付近の地形と地質
図６ 「船越大川」付近の地形
１．石灰岩台地 ２．台地周辺斜面 ３．谷底低地 図内の細線は等高線で，
主曲線は１０間隔。（単位：）
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うっかー
大川の東側と南側には，標高１００～２００の台地が広がり，台地の周囲は
うっかー
急斜面となっているが，その下位には緩斜面が広がり，大川は遷緩点の麓
に位置している（図６）。上位の急傾斜地区の地質は琉球石灰岩層で，キ
ャップロック状に島尻層群を覆っている。下位の緩傾斜地区の地質は主と
して砂層である島尻層群で，琉球石灰岩が部分的に点在している。緩傾斜
ゆ ひ がわ
地区では各所で地下水が湧出し，小さな流れとなって雄樋川に流れ下って
いる。
が ー
（３）井戸の形態
ふなこしうっかー
船越大川は，島尻層群と琉球石灰岩層の不整合面から流れ出る地下水を，
図７ 「船越大川」の形態
大川の位置は図６を参照。A ― Bは断面の位置。
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横穴を穿って地下水が流出しやすいような構造になっており，地下水路・
貯水槽・洗い場・貯水池から構成されている（図７）。二本の樋川の奥部
は，図に示されているように，鍵状に繋がっており，その奥は幅約０．５，
延長３以上のトンネルになっている。
ひーじゃー
高さ約０．５の樋川の下にある貯水槽は二槽からなり，いずれも幅約３．３
で，奥部は深さ約０．５，奥行き約１，手前側は深さ約０．１，奥行き
約２．２の規模である。樋川から流れ出た井戸水は二槽の貯水槽に溜めら
れた後，延長約１３，幅約０．３の貯水槽から貯水池へ流れ出るが，排水
溝の脇には幅約３の洗い場が設けられている。排水溝や洗い場の両側は，
合方積みの立派な石垣である。排水溝の下流にある貯水池は，延長約２０，
幅１．５～７の広さで，深さは０．５前後である。県道に面する側は直線状
であるが，対岸は水面に美しく映えるように曲線になっている。貯水池で
は，かつては馬などの家畜を洗い，あるいは暑い日には，子供たちが水浴
をして遊んだという，往時の状況を書いた説明板が立てられている。
（４）その他
糸数集落は，標高１４０前後のキャップロック状の台地の上に広がり，
その南東側には集落より約５０高い台地上に糸数城跡が残っている。糸数
城は三山分立の初期である１４世紀前半に築かれたと伝えられる。
井戸への入口には，旧沖縄市教育委員会によって説明板が立てられ，下
記の文章が書かれている。
「 ヒ ー ジ ャ ー ガ ー
沖縄市指定文化財
指定月日：１９９４年４月２２日
ヒージャーガー（樋川井戸）はいつ頃造られたか定かでない。地
元の明治２０年代生まれた古老によると，物心ついた幼年の頃にはあ
ったと言う。これから推定して，作られた年代はおよそ１００年前に
なる。美里の人々は，昔は子供が誕生した時に産湯を汲んだ。ウブ
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ガー（産井戸）として信仰され，ウチマー行事の際にも村の頭達が
拝んでいた。
昭和初期までは，住民の飲用水として用いられ，また洗濯場とし
て毎日賑わっていた。さらにヒージャーガーの水は，下流では水田
の稲苗床の水として再利用されていた。 」
なかんだかりひーじゃー
４．中村渠樋川
（１）所在地
なかんだかり
南城市中村渠
（２）井戸付近の地形と地質
沖縄島の南東端付近は，大別して標高１２０～１５０の上位面と，標高４０～
８０の中位面からなり，その間に，数段の小さな段丘面が分布し，海岸付
近には沖積低地が分布している（図８）。これらの段丘面の地質は，下位
に島尻層群が分布し，その上位には不整合関係で，厚い琉球石灰岩が堆積
している。不整合面からは，各所で地下水が湧出している。
なかんだかりひーじゃー
中村渠樋川は段丘崖の中腹より少し低い場所に位置し，標高は９５～９６
である。島尻層群と琉球石灰岩の不整合面を，直接観察することはでき
ないが，付近の段丘崖に傾斜遷緩点が分布していることから，遷緩点付近
に不整合面があり，そこから地下水が湧出しているのであろう。
が ー
（３）井戸の形態
ひーじゃー
樋 川は，段丘崖を北側へ２０～３０掘り込んだ状態で築かれ，背後にあ
る急崖の比高は約４である（図９）。地下水は北西端から湧出し，延長
約６の水路を経て，急崖に沿って設けられた幅約１０，奥行き約２，
高さ約２の貯水槽に流れ込んでいる。貯水槽の前面には幅約１０，奥行
き約３の洗い場があり，貯水槽からは四本の樋川から，水が流れ落ちて
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いる。踊場からは四段の階段で昇降する。踊場の面積は約６５２で，南端
にはカジュマロの巨樹が植栽されている。貯水槽や洗い場の東端には，貯
ひーじゃー
水槽と考えられる構造物が二槽，その脇には半円形の窯跡があるが，樋 川
との直接的な関係はない様である。近年，この場所で多数の人々が煮炊き
などをした際，築かれたのであろうか。
図８ 「中村渠樋川」付近の地形
１．上位面 ２．中位面 ３．下位面 ４．段丘崖 ５．海岸低地 図内の細
線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）
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う がん
湧水地点と貯水槽の間で，平坦地の上には拝所が置かれている。
（４）その他
なかんだかりひーじゃー かきのはな
中村渠樋川の背後で，標高１２０～１５０上位段丘面近くには垣花集落が
図９ 「中村渠樋川」の形態
樋川の位置は図６を参照。A ― Bは断面図の位置。
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かきのはな
位置し，その南東端に当たる段丘崖上には，三山時代に築かれた垣花グ
ひゃく な
スク跡がある。一方，下位の段丘面上には百名集落が位置している。当
むらだかり
集落名の「村渠」は分村を意味し，両集落の発展に伴って人口が増加し
たため，両方の村の中間にあり，湧泉があったこの位置に分村が成立した
のであろう。
ひゃく な
百 名集落が位置している比高４０前後の段丘崖の下で，海岸付近には，
うきん ず はいん ず
受 水走水や浜川御嶽の樋川と言った湧水がある（図８）。いずれも，古
い伝説を持っている。
ぐ し ちゃん や ふ そ が ー
５．具志頭の屋富祖井戸
（１）所在地
ぐ し ちゃん
島尻郡八重瀬町具志頭
（２）井戸付近の地形と地質
や ふ そ が ー ぐ し ちゃん
屋富祖井戸は，具志頭グスク跡の北側から南西方向へ延びる，断層崖
しろみずがわ
下に位置している。断層崖下を北東方向へ流れる白水川の両岸には，幅
や ふ そ が ー
１５０～２００の狭長な氾濫低地が分布し，屋富祖井戸付近より下流では断層
崖下には，標高４５前後の段丘面が分布している（図１０）。
しんざと
付近の地質は，基盤として泥岩層の新里層があり，その上位を糸数石灰
岩層が覆っている。屋富祖井戸は段丘崖下で，新里層と糸数石灰岩層の不
整合面から湧出する地下水を集めるような構造になっている。排水溝付近
の地形が大きく改変されているため，白水川までの排水路は確認できない。
や ふ そ が ー
（３）屋富祖井戸の形態
が
平面形は楕円形で，長径約１０，短径約７の規模である（図１１）。井
ー
戸へ行くには北西端に入口があり，そこから階段を下る。地下水の湧出口
は西端にあり，幅約１．５である。一方，排水口は貯水池の北東端にあり，
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幅約２の広さである。最深部は中央付近で，深さは約６０である。貯水
池を中心に，西側と中央部にはコンクリート製の洗い場が設けられている。
周囲には，三段で比高約２．９の石垣が築かれている。湧水口の上位には，
水神を祀る拝所が設けられ，お香炉が置かれている。
（４）その他
や ふ そ
井戸の名称の由来は，屋富祖と言う家で飼っていた犬が発見した井戸に
や ふ そ が ー
由来すると云う（福島，１９８７）。この屋富祖井戸も，沖縄の石造り文化を
が ー
代表する立派な井戸のひとつで，旧具志頭村教育委員会によって，井戸へ
の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
や ふ が ー
「 屋 富 井 戸
屋富祖井について次のような伝説がある。
昔，大旱魃に会い具志上村，屋富祖村の人々は飲料水の確保に苦
図１０「具志頭の屋富祖井戸」付近の地形
１．丘陵地 ２．段丘面 ３．段丘崖 ４．氾濫低地 図内の細線は等高線で，
主曲線は５間隔。（単位：）
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しんでいた。ところでたまたま，屋富祖犬がずぶ濡れになって山中
より出てくるのを人々は見つけ，こんな旱魃に田野に水のあるわけ
ではないが，どこで浴びたのだろうと不審に思い，ある日，その犬
が，山中にわけて行く後ろを追うた。すると，果せるかな清水がこ
んこんと泉があった。人々は大いに喜び，その周囲の山を切り開き
設備を施し通路を設けた。そして，ここより水を汲むようになり，
図１１「具志頭の屋富祖井戸」の形態
位置は図１０を参照。A ― Bは断面の位置。
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以後いかなる旱魃にも飲料水に苦しむことはなかったと言う。そし
て，その犬が屋富祖家の所有するのであることにちなんで屋富祖井
と呼ぶようになった。
や ふ が ー
屋富祖井は，いつか発音が変わって屋富井戸と呼ばれるようにな
った。
屋富祖井戸に，現在のような水汲場，洗濯場，家畜浴場等の設備
がなされたのは，大正８（１９１９）年であり，大正１２（１９２３）年には
摂政宮殿下の御成婚を記念して石碑が建設された。
屋富祖村は，近世琉球時代の初期に，具志頭村に合併して村はな
くなった。 」
あ さと ざ か ん が ー
６．安里の座嘉比井戸
（１）所在地
島尻郡八重瀬町安里
（２）井戸付近の地形と地質
ざ か ん が ー
座嘉比井戸は台地の北部近くに位置し，井戸から溢れ出た水は，小川と
なって北東方向へ流れ，浅い谷を作りながら低地に落ちている（図１２）。
台地の西側には標高１００～１２０の丘陵地が広がり，東側は低地となってい
る。井戸が位置している段丘面は，南東方に向かって緩やかに傾斜してい
るため，低地との比高は北側で約２５であるが，南側では２．５程度に過
ぎない。この勾配は那覇石灰岩が堆積した当時を示しているのであろう。
丘陵地や台地を作っているのは新里層（シルト岩）で，その上位に更新
世の琉球石灰岩層の部層である，那覇石灰岩層が覆っている。低地では新
里層上に，薄く沖積層が堆積している。
ざ か ん が ー
（３）座嘉比井戸の形態
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井戸は浅い谷の谷頭部を，コンクリート製の仕切りで堰止めて設けられ，
平面形は馬蹄形である（図１３）。周囲は切石を用いた，三段の合方積みの
石垣である。コンクリート製の仕切りは延長約４，貯水槽の奥行きは約
３．２で，深さは約２である。
近くの農道から井戸の前にある遊水池までは，幅約２．５の小道が続き，
入口の近くには牛馬の手綱を繋ぐ石柱がある。かつては，遊水池の水で家
畜の体を洗ったり，水を飲ませたりしたのであろう。
一方，井戸の奥部には，幅約３０，高さ約３０で，お香炉を設置するた
めの空間がある。そこから，約３下位にある湧出口から，地下水が湧き
図１２「安里の座嘉比井戸」付近の地形
１．丘陵地及び段丘崖 ２．段丘面 ３．段丘面上の浅い谷 ４．氾濫低地
図内の細線は等高線で，主曲線は５間隔。（単位：）
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出る構造になっている。
（４）その他
あ さと
安里集落の成立時代は１７～１８世紀と考えられていることから，福島
（１９８７）は井戸もその頃に築かれたと推定している。近くに建てられてい
る説明板には，最近では１９９３年６月に修理した旨が述べられている。
図１３「安里の座嘉比井戸」の形態
井戸の位置は図１０を参照。A ― Bは断面の位置。
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よ ざ あ ふぁ が ー
７．与座の安波井戸
（１）所在地
島尻郡八重瀬町与座
（２）井戸付近の地形と地質
あ ふぁ が ー や ふ そ が ー
安波井戸は，屋富祖井戸から南西方向へ断層崖に沿って約１．６離れた
位置にあり（図１），井戸の近くでは，北東から南西方向へ直線状に，比
高２０～３０の断層崖が延びている（図１４）。断層崖上には丘陵地が延び，
うえぐすく
安波井戸と屋富祖井戸の間には，１４世紀初期に築かれた上城グスク跡が
残っている。断層崖の北側には，白水川の両岸に幅約１５０の氾濫低地が
図１４「与座の安波井戸」付近の地形
１．丘陵地 ２．段丘面 ３．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲線は１０
間隔。（単位：）
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ざ か ん が ー
広がり，さらに北方には座嘉比井戸が位置する段丘面が広がっている。
付近の地質は座嘉比井戸と同様，基盤としてシルト岩（新里層）があり，
その上位を那覇石灰岩層が覆っている。地下水は断層崖で，両層の間の不
整合から湧出している。安波井戸と座嘉比井戸の間の距離は約８５０であ
る（図１）。
あ ふぁ が ー
（３）安波井戸の形態
平面は長方形で，幅約８．５，奥行き約１５の規模である（図１５）。氾濫
低地を約１．５掘り込んでいるのは，断層崖下の各所から湧出する地下水
を，効率よく集められるようにしたためであろう。このため，井戸の周囲
は石垣で囲まれている。崖下の不圧地下水が湧出する場所は，幅約７，
図１５「与座の安波井戸」の形態
井戸の位置は図１４を参照。A ― Bは断面の位置。
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奥行き約２で，コンクリート製の屋根で覆われている。その前面には，
幅約６．５，奥行き約８のコンクリート張りの洗い場があり，幅２５～３０
の排水溝が３本設けられている。さらに前面には，遊水池が設けられ，
しろみずがわ
そこから溢れ出た水は，幅約１の拝水路を通って白水川へ流れ出る。一
方，屋根に向かって右手には拝所とお香炉が設けられ，背後には二基の石
碑が祀られている。
遊水池の幅は約７で，コンクリート張りの洗い場も広いため，古くか
ら村井戸として利用されたと考えられる。近年は，耕作地の灌漑用水源と
して利用されている。
（４）その他
あ ふぁ が ー ゆ むちがー
安波井戸は別名，世持川とも称され，古くから利用されたと伝えられる。
福島（１９８７）は『球陽』の記事に「本年（１８２７），世持川より水道を決開
し，且堤井三個を鑿設し，永く村落の益と為る」とあることから，この時，
何らかの形で井戸が設けられたと考えている。しかしながら，近くに１４世
うえぐすく
紀初期の上城跡が位置していることから，上城が築かれた頃には，何ら
かの形で湧水は，すでに利用されていたのかも知れない。
ぎー ざ ぎー ざ が ー
８．慶座の慶座井戸
（１）所在地
ぎー ざ
島尻郡八重瀬町慶座
（２）井戸付近の地形と地質
ぎー ざ が ー ま ぶ に
慶座井戸は，摩文仁の丘にある平和記念公園から北東方向へ，直線で約
１離れた位置で，比高約４０の段丘崖近くに設けられている（図１６）。
あ ふぁ が ー
安波井戸の南方で，北東－南西方向へ延びる断層崖の南側は，南方へ傾斜
する標高４０～８０の海岸段丘面で，泥岩～砂岩層の新里層を糸数石灰岩層
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が覆っている。海岸に面する段丘崖に沿う糸数石灰岩層の層厚は８前後
で，新里層との不整合面からは，地下水が音を立てて湧出している。
ぎー ざ が ー
（３）慶座井戸の形態
が ー
井戸は地表から水が流れ込まないよう，高さ約１の土塁で取り囲まれ，
平面形は北東－南西方向に細長い楕円形である（図１７）。土塁の長径は約
１５，短径は最大約１０で，その中に，三段の石垣に囲まれた，平面形が
う が ー
ヘラ状をした降り井戸である。石垣はすべて，石灰岩を加工した切石を，
不整形な石を巧みに組み合わせた合方積みで築かれている。握りの部分に
当たる延長約３０の階段は，幅約１，２７段である。階段を降りた先は台
形に似た平坦地になっており，縦約３．３で，階段に続く底辺の幅は約２
である。地表面から底部までの深さは約８である。井戸底の位置が，
段丘崖にある地下水の湧出地点とほぼ同じ標高であることから，井戸を掘
図１６「慶座の慶座井戸」付近の地形
図内の細線は等高線で，主曲線は５間隔。（単位：）
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るに先立って，段丘崖で地表面から地下水湧出地点までの比高を測り，そ
の結果を考慮して井戸を設けたと考えられる。さらに，底部の平坦地の右
側で，床面の下には，一辺が約１，深さ約２の石室が設けられており，
底は軟らかい泥で埋まっている。地下水の水位が下がったときは，石室に
溜まっている水を汲んだと推定される。
図１７「慶座の慶座井戸」の形態
井戸の位置は図１６を参照。A ― Bは断面の位置。
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（４）その他
井戸への入口近くには，旧具志頭村教育委員会によって説明板が立てら
れ，下記の文章が書かれている。
「 慶 座 井 （方言名ギーザガー）
安政年間（１８５４～１８５９），具志頭間切では，首里王府の農村思索
に基づき，広大で未開の慶座原を開拓して，そこに，新しい村の建
設を図った。
ところで，慶座原は，琉球石灰岩丘陵部台地上に位置し，水利の
便はきわめて悪く，飲料水・生活用水の確保が，開拓の先決問題で
あった。
ところが，近くの慶座バンダには，海に面した断崖の中腹から湧
き出て，海に流れ落ちる水量きわめて豊富な滝（銀河という）その
水脈を台地上で掘り当てるために，大規模なさく井工事によって落
成した積井（チンガー）がこの慶井座である。それは，今よりおよ
そ１３５年前である。
慶井座は，尚家の御庭松山御殿（俗に桃原農園と言う）にある，
佐司笠樋川の設計を模して成された。規模・型状は，上部で東西の
長さ約１５，南北の長さ約１５，下部の直径約７．５，深さ約９．５
の円錐形状を成している。
築造の技法は，佐司笠樋川と同様になっており，石積みは三段に
積まれている。下部の一段目から二段目のテラスは狭く，二段目か
ら三段目にかけてのテラスはかなり広い。三段目の上場の部分から
周囲全部に土塁がめぐらされている。
具志頭村教育委員会 」
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たか ら うぃ か ー
９．高良の上ヌ井戸
（１）所在地
島尻郡八重瀬町高良
（２）井戸付近の地形と地質
付近の地形は，東西に延びる比高１５～３０の急斜面を境として，二段に
分けられる（図１８）。標高８２～１００の上位面は，南から北方へ向って穏や
かに傾斜し，小規模な三段に細区分される。下位面は標高５５～７２で，上
位面を開析する谷を埋めるような状態で分布することから，それぞれ，相
図１８「高良の上ヌ井戸」付近の地形
１．上位面 ２．下位面 ３．段丘崖 ４．人工改変地（採石場） ５．沖積低
地 図内の細線は等高線で，主曲線は２間隔。（単位：）
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対的な海水準の低下によって形成されたのであろう。
うぃ か ー
上ヌ井戸は下位面の上で，標高約６０の高さに位置している。付近の地
質は，基盤として半固結のシルト岩である鮮新世の新里層が分布し，その
上位を更新世の琉球石灰岩層の部層である糸数石灰岩層が覆い，段丘地形
図１９「高良の上ヌ井戸」の形態
井戸の位置は図１８を参照。A ― Bは断面の位置。
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を形成している。断層崖下の氾濫低地では，新里層上に薄い沖積層が堆積
している。琉球石灰岩は良好な石材であるため，採石が容易な段丘崖では，
石材として採掘されているため，大規模な人工改変地となっている。
うぃ か ー
（３）上ヌ井戸の形態
平面形は東西約１４，南北約１１の，石垣で囲まれた正方形の敷地の中
う
に，直径約１０で，いくぶん楕円形をした大きな窪地（井戸）を設けた降
り が ー
り井戸である（図１９）。窪地内には，平面形が U字状になった石段が設け
られ，貯水槽がある井戸底へ向う。石段の両側には崩落を防止するため，
石垣が積まれている。付近の地表面から踊場までの深さは約１２．５で，地
質についてみると，入口から比高約５付近までは糸数石灰岩層で，それ
より下位は新里層である。地層が異なるため，石灰岩層の場所と新里層（シ
ルト岩）の場所とでは，階段の構造が幾分異なっている。
踊場は半円状で，半径は約２である。その奥には新里層（シルト岩）
を掘り込んだ，奥行き約２．５，幅約４．５で，深さ約１の貯水槽がある。
排水溝が無いことから，豊水期には，踊場も水没するのであろう。地表面
から貯水槽を見下ろす位置に，お香炉が置かれている。
おおざと
１０．大里のアクガー
（１）所在地
糸満市大里
（２）井戸付近の地形と地質
が ー
井戸は，東から西方へ緩やかに傾斜した段丘面のほぼ中央に位置し，標
高は約５５である（図２０）。付近の表層地質は琉球石灰岩層で，地表面は
石灰岩が風化した，赤褐色の島尻マージが広く覆っている。段丘面の北東
縁には比高６～８の石灰岩堤が延びている。
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が ー
（３）井戸の形態
段丘面に穿たれた井戸は，ほぼ正方形で，貯水槽と洗い場に分けられる
（図２１）。地下水が湧出する貯水槽は，幅約２．３，奥行き約１．７，深さ約
０．５の規模である。貯水槽の周辺が崩壊しないよう，一段の石垣が配置
され，また正面にはお香炉が置かれている。
洗い場は幅約３，奥行き約４．２の広さで，周囲の地表面から約１．３
図２０「大里のアクガー」付近の地形
１．石灰岩堤 ２．上位面 ３．下位面 ４．段丘崖 図内の細線は等高線で，
主曲線は２間隔。（単位：）
124
低く，階段で昇降するようになっている。洗い場の脇には，コンクリート
製の屋根で覆われた貯水槽があるが，この貯水槽は近年，設けられたよう
である。貯水槽から溢れ出た水は階段の下を通り，北方へ延びる排水溝へ
流出している。
（４）その他
が ー
井戸の周囲は，どこででも見掛けるようなサトウキビ畑で，井戸の水を
必要とするような場所ではない。このことから，井戸を中心として，かつ
図２１「大里のアクガー」の形態
井戸の位置は図２０を参照。A ― Bは断面の位置。
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て集落が存在したと考えられる。
が でぃ し がー
１１．嘉手志川
（１）所在地
糸満市大里
（２）井戸付近の地形と地質
が でぃ し がー
嘉手志川の南側には，北西から南東方向へ比高約１０の急崖が延び，そ
の上位は，琉球石灰岩層からなる小起伏の地形が延びている。急崖を利用
して，１４世紀頃に構築されたと伝えられる南山グスク跡がある（図２２）。
図２２「嘉手志川」付近の地形
１．上位面 ２．下位面 ３．段丘崖 ４．氾濫低地 図内の細線は等高線で，
主曲線は２間隔。（単位：）
126
崖下の平坦地は島尻層群である泥層～シルト層からなり，標高は４０～４８
が
である。急崖に沿っては狭長な低地が分布し，崖下には湧水地が多い。嘉
でぃ し がー が ー
手志川はその一つで，規模が最も大きい。井戸は東から西方へ緩やかに傾
斜する段丘面の末端で，台地と低地が接する境界に湧出する地下水を，効
果的に集める位置に設けられている。
図２３「嘉手志川」の形態
井戸の位置は図２０を参照。A ― Bは断面の位置。
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が ー
（３）井戸の形態
が ー
井戸は段丘面の傾斜に直角に交わるような状態で設けられ，不圧地下水
の湧出口には，延長約６，幅約１．５，深さ約０．３５の貯水槽が設けら
れている（図２３）。崖下の各所から地下水が湧出し，南東端からの湧出量
が最も多い。貯水槽の前面には延長約７．５，幅約７の洗い場が広がり，
その下流側は広大な貯水池となっている。洗い場の両側にもコンクリート
製の踊場があり，また洗い場の中には二つのベンチが置かれている。さら
にその下流側には，約８００２の広さの貯水池となっている。
（４）その他
が ー
伝えられるところによると，この井戸は大旱魃のとき，犬によって発見
されたという。
が でぃ し がー
嘉手志川の南方で，約６離れた位置には，一辺が約２で，石垣に囲
まれた囲い込み井戸がある。さらに，南西方向へ約６０離れた位置にも「ウ
ビィガー」と称される囲い込み井戸がある。この井戸は長径約１，短径
約１の大きさの楕円形で，地表面から井水面へは五段の石段を降りるよ
うになっている。付近では，各所に湧水場所があるのであろう。
てる や が ー
１２．照屋井戸
（１）所在地
てる や
糸満市照屋
（２）井戸付近の地形と地質
照屋集落は標高６０の丘頂から南方へ，緩やかに傾斜する琉球石灰岩層
てる や が ー
からなる段丘面上に位置する。照屋井戸は段丘面の末端で，地下水が豊富
に湧出する場所を掘り込んで設けられている（図２４）。直接観察すること
が ー
は出来ないが，井戸が位置する標高８～１０付近に，下位の島尻層群があ
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り，地下水は不整合面から湧出しているのであろう。
が ー
（３）井戸の形態
が ー
井戸は段丘面の傾斜に直角に交わるような状態で，延長約７．５，幅約
４．５の貯水槽が設けられ，深さは約１．５である（図２５）。背後にある段
丘面より約５．５低く，貯水槽の背面は三段の石垣が組まれ，その中央に
お香炉が置かれている。不圧地下水は貯水槽の壁面に築かれた石垣の間か
ら湧出しているが，東端からの湧出量が最も多い。貯水槽の前面は，幅約
１０，奥行き約１５の洗い場で，その下流側には，新しく，幅約４．７，
奥行き約９の貯水槽が設けられている。
地下水の涵養源になっている段丘面上は草地で，草地の中央には巨木が
図２４「照屋井戸」付近の地形
１．段丘面 ２．段丘崖 ３．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲線は２
間隔。（単位：）
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植栽されている。段丘面からは井戸に向かって，井戸の両側から階段で下
りられるようになっている。
まとめに代えて
沖縄地方に分布する多くの井戸の中から，本報告を含め４７の古井戸を記
が ー
載した（角田，２０１３・２０１４a・２０１４b）が，特徴的な構造をした井戸に主眼
ちん が ー
を置き，筒井戸（積井戸）は除外した。それぞれの古井戸の，地形や地質
図２５「照屋井戸」の形態
井戸の位置は図２４を参照。A ― Bは断面の位置。
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と湧水の関係・形態・設置や利用の歴史，あるいは現況などについて記載
した。
報告した古井戸が位置している場所を中心に分類すると，（１）段丘（断
層）崖の中腹付近に位置している井戸，（２）段丘（断層）崖下で，氾濫
低地との境界付近に位置している井戸，（３）河川の谷頭付近に位置して
いる井戸，（４）段丘面上に位置している井戸，に分けられる。
大和文化圏と大きく異なるのは，湧水状況ではなく，湧水箇所や井戸周
辺の構造である。湧水箇所は不圧地下水が大量に湧出した場合や，古くな
って湧出口が崩落しないよう，切石を布積み，あるいは合方積みと称され
とうばる さ し かさうーかー
る巧みな方法で，石垣が設置されている。桃原の佐司笠御井・識名園の育
ま し き むん ぬ かー なかんだかりひーじゃー
徳泉・真志喜の森の川，あるいは中村渠樋川のように，沖縄に伝わる石
造り文化を代表する井戸もある。また，湧出地の前面には大きな貯水槽を
設け，貯水槽から流れ出る水を，一度に多くの人たちが利用できるような
工夫がなされている。さらに，貯水槽の前には広い石畳の洗い場や踊場と
なっている。洗い場や踊場と，土層からなる周囲の斜面とは，石垣で明瞭
に区画されている場合が多いため，結果として，水場に出現しやすい毒蛇
が ー う がん
のハブを発見しやすい構造になっている。さらに，井戸の一画には拝所と
う こー る が ー
お香炉が備えられ，水に対する信仰心の一端が伺える。井戸は単なる水場
ではない。琉球地方の石積み文化・利用者の使い易さ，さらに宗教心など
を全て表す施設である。
一方，上水道の普及によって，井戸水の大切さや水に対する信仰心が希
薄になっているのも，現実である。不圧地下水の涵養源になっている場所
に，住宅地が設置され，あるいは大規模な道路が開通したため，地下水の
湧出量が少なくなった井戸もある。井戸が単なる大きな窪地と考えられる
ようになった井戸の中には，ゴミ捨て場にされてしまい，見捨てられた場
所もある。地下水が生命を繋ぐ聖水として崇められていた往時の状況から
考えると，隔世の感である。
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が ー
井戸は，自然からの恵みである聖水が湧出する場所で，地域で生活をし
てきた人々の生命を維持してきた，貴重な文化財施設である。井戸を通じ
て地域の歴史を知り，これからの地域の歴史を創るため，井戸とその周辺
を整備して保存し，後世へ継承することが大事だと考える。
１）そのため，井戸ではなく，「井」と書いても“かー”あるいは“がー”とも，「泉」
も“かー”あるいは“がー”と称するため，井戸を「井泉」と表記している図書や論
文もある。一般的な川は「かーら」あるいは「はいかー」と呼び，井戸と区別する。
水が流れる小川（沢）は井戸ではないが，水が得られる場所であることから井戸の範
疇に含む地区もあり，そこでは井戸と同じ名称で“かー”あるいは“がー”と称する。
溜池は“くむい”と称され，井戸ではないが，水を生活用水として利用している地区
では，溜池を「井戸（かー）」と呼んでいる場合もある。
う が ー
２）「下り井戸」と表記する場合もある。
ひーじゃー が ー ひーじゃー
３）「樋川井戸」を“ふぃーじゃーがー”，あるいは「樋川」“ふぃーじゃー”と発音
する場合もある。以下，発音が若干異なる場合もあるが，ここでは一般的な発音に基
づいている。
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（５２）．１０９～１３３．
角田清美（１９９４）伊豆諸島の古井戸についての自然地理学的研究．専修人文論集．
（５４）．１０９～１４３．
角田清美（１９９６a）武蔵野台地における鎌倉街道に沿う古井戸についての自然地理学的
研究．専修人文論集．（５８）．６３～１１２．
角田清美（１９９６b）井戸には覆屋根は設けられていたか．専修人文論集．（５９）．２０１～
２３３．
角田清美（１９９８）古新聞の記事を地理の教材に利用する．駒澤大学高等学校紀要．（２０）．１７
～３０．
角田清美（２００１a）河越館の古井戸．専修人文論集．（６８）．１７３～２０５．
角田清美（２００１b）城郭内の古井戸．専修人文論集．（６９）．１７３～１９７．
角田清美（２００２a）武蔵野台地西端付近の下り井．専修人文論集．（７０）．２９７～３７０．
角田清美（２００２b）武州御岳山の古井戸．専修人文論集．（７１）．１５７～１７１．
角田清美（２０１３）先島諸島の古井戸．専修人文論集．（９３）．１～２８．
角田清美（２０１４a）首里城と周辺地域の古井戸．専修人文論集．（９４）．６５～１０６．
角田清美（２０１４b）沖縄島中部地方の古井戸．専修人文論集．（９５）．６５～１０６．
当間一郎（１９８１）『沖縄の井泉』．１１４～１３９．（新星図書出版）
八重山探検隊（２０１３）古井戸の記憶．やいま．（２３９）．２～１９．
